
2016(平成 28)年度 第 7回 千葉県支部役員会 議事録 

日 時：2016年 11月 5日（土）15：30～18：00 

場 所：きぼーる 千葉市ビジネス支援センター 15階  パソコン研修室 

１．出席状況確認（敬称略 □出席、△欠席・委任状提出、■欠席） 

幹事：□松井 隆 支部長、□秋田義一、□秋元英郎、△今住則之、□江藤政継、□河北慶介、 

△川畑真一、■久保康弘、□熊田成人、△桑島英明、□志澤達司、□進藤秀明、□滝沢利治、

□長見 茂、□西田 宏、□花岡善郎、□尾頭 誠、□保坂俊雄、■松本喜義、△水野正勝、 

□宮田隆夫、△山下六男、□山本陽一、△和田保久、オブザーバー：△井出光夫 

以上、委任状提出者も含め計 23名（出席 16名、委任状提出 7名）の幹事が出席し、支部役

員会は成立。 

 

２．議事概要（※質問・コメントの方の敬称略） 

・議長挨拶   

 

［審議事項］ 

（１） 役員会議事録の作成について 

議事録作成書記は秋田幹事、議事録署名人は秋元幹事、江藤幹事が指名・承認された。 

（２） 2016(平成 28)年度 第 6回千葉県支部役員会議事録(案)の確認（資料 7-1） 

修正事項なく、承認された。 

なお、議事録確認時の補足説明は下記の通り。 

・科学技術・理科支援チーム「子どもゆめ基金」について、今年度は申請を見送った。 

・平成 28年度年次大会議事録は HPに掲載した。 

 

【委員会・チーム活動報告】 

（１） 総務委員会（山本） 

① 資料の説明（資料 7-3） 

  ・賛助会員について 次項参照 

  ・「委員就任などの人材派遣に選出された会員がその報酬の一部を支部に納める仕組み」

については、本部の規程を参考とするものの、現状実施件数が少ない（のべ 3名）こ

と、報酬額の多寡、対象範囲などに関する本日の意見を踏まえ、総務委員会で検討す

る。 

  ・支部の財務状況は現在 1万円を切った。来年度活動費の前払いを本部に依頼する。 

  ・関東甲信 8県支部長連名で、交通費、事務所整備費、受験者を発掘する事業を理由と

して、地域組織活動費を 5%から 10%に上げるよう、要望書を会長、常務理事、総務委

員長、企画委員長にメールで提出した。（10月 31日付） 

  ・１，２，３月の事務所当番表とともに、当番心得を配布。管理徹底のため。 

② 賛助会員について 

  ・現状を確認し、賛助会員にとって魅力ある特典の追加を検討する。 

  ・下記の質問、提案を踏まえ、要領とする方向で総務委員会で詰める。また、運用にあ

たっては、柔軟に対応したい。（松井） 

    >>HP スペースの提供は公益法人としてはよろしくない 

    >>賛助会員の紹介リストからリンクを貼ることができる 

    >>賛助会員は CPD、交流会とも無料。ただし、招待枠（人数の目安）は設ける方向。 

  ・ルールが決まったら、会員を訪問する。会員訪問は定例化したらどうかとの案が出て

いる。 



  ・「企業トップによる講演会」の講演者を賛助会員に勧められないかとの提案に対し、

タイミングを見て対応する。（松井） 

 

（２） 企画委員会（保坂、熊田） 

① 資料の説明（資料 7-3）（保坂） 

    ・第 39回 CPD科学技術講演会は 47名の参加で盛会であったが、内容が難しかった。 

    ・来年の 4月～10 月まで、構想を決めている。早めに提示したい。 

② 今後の CPD予定について報告（熊田） 

・第 40回～46 回まで今年度の計画は概ね決まっている。 

    ・第 40回は現在 20名に達していない。井出氏が奮闘。 

    ・第 41回申込締切り、14 名参加。 

    ・第 45回の見学会は第 44回と同月（2月）開催予定のため、延期を検討。 

  ・講演会の資料については、カラー印刷の要望がある。今後の対応も視野にカラー印刷

代を印刷屋に確認し、総務委員長に報告する。なお、白黒印刷は、毎回 3千～4千円。

印刷費は講師資料代として本部に請求可能。 

③ その他 

・新合格者歓迎会での倫理論文集（「粉体技術」9月号の特集）や成果発表などを検討し

ている。企画が決まったら、協力をお願いしたい。 

 

（３） 広報委員会（秋元） 

① 資料の説明資料の説明（資料 7-4） 

・会報第 4号：巻頭言の原稿は 7日までに提出する。（松井） 

・統括本部事務局への会員の属性情報等の提供について、ひきつづき広報委員長が本部

と折衝中。 

 

（４） 活動チーム 

１） 産学官連携チーム（宮田） 

① 資料の説明（資料 7-5） 

  ・千葉エリア産学官連携オープンフォーラム 2016 において、日本技術士会関連のパン

フを配布したい。 

  ・パンフは 300部印刷する。対外的情報発信活動費として、本部に補助を請求する。 

２） 科学技術・理科支援チーム（西田） 

① 資料の説明（資料 7-6） 

  ・千葉市科学フェスタ 2016の材料費等費用分担の内、「日本技術士会千葉県支部」費用

には本部への補助請求分を含む。 

  ・資料訂正 下から 5行目  

誤「昨年度は各々7 名、5名参加予定。」 

正「今年度は各々7 名、5名参加予定。」 

３） 防災支援チーム：（江藤） 

① 資料の説明（資料 7-7） 

・「ふなばし市民活動フェア 2017」に出展はするが、パフォーマンスは行わない方向。 

４） 技術相談チーム：（滝沢） 

① 資料の説明（資料 7-8） 

・資料訂正 「出席者」 誤（10名） 正（11名）。 

・ミラサポは、仕事を得たときに補助金が出る。1日 6時間 3万円が上限。 

・技術相談の対応可能支援項目「建築」を「建築・建設」にしてほしい。 

② 技術相談の PR 



・井出氏の骨折りで、支部長と井出氏が商工会議所（柏、我孫子、松戸、流山）を訪問

し、技術士会の活動を紹介。 

・第 40回 CPD講演会の講演者ヨシザワ LAの社長は東葛テクノ会の会長。千葉県支部は、

東葛テクノ会の会員。 

・東葛テクノプラザでは、メルマガで案内を出しているとのこと。メルマガから HP へ

リンクを貼るとよい。 

５） 技術者教育支援チーム：（進藤） 

① 資料の説明（資料 7-9） 

・実績をアピールしていきたい。 

・資料訂正 表中 下から 2行目「<仮>」を削除 

 

（５） その他 
・11 月 14 日（月）技術士会全国大会防災分科会で秋葉原帰宅困難者訓練支援について

報告する。 

 

［配付資料］ 

  （資料 7－1）2016(平成 28)年度 第 6回千葉県支部役員会 議事録（案） 

  （資料 7－2）総務委員会 議事録（案） 

（資料 7－3）企画委員会報告 第 7回役員会資料 

（資料 7－4）広報委員会活動報告 

（資料 7－5）産学官連携チーム活動報告 11月 

（資料 7－6）科学技術理科支援チーム活動報告（10月 1日から現在まで） 

  （資料 7－7）防災支援チーム活動報告 

  （資料 7－8）技術相談チーム 打合覚書（H28年度 第 2回 連絡会） 

  （資料 7－9）技術者教育支援チーム活動報告 

 

 

議事録作成者                  秋田 義一 

議事録署名人（署名捺印）             松井 隆 

秋元 英郎 

      江藤 政継 

 
 


